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§1/ 準 備

消 費 者 の 行 動

とくに 

て， 生産

H'j章において,われわれは一時的均衡の棉想にしたがって生産者の合理的行動を分析し 

今週 .(第0週）の需給行動に関する詳しい結果を得た。そこでは在来のモ デ ル と は 異 な '

者の需給計画と生逆計画を二本立てで考察しまたその行動を制約する耍因とし て ， 技術面の条件 

のみならず，資金ニ金融面をも明示的に考慮した分析を試みた。そのため議謝よ相当に煩しいもの 

となったことは否めないであろう。

本模では，いまひとつの経济主体である消費者の行動に分析をすすめよう。大部分の譲論は前き 

の構想と類似しているが，それよりもやや単純な取り扱いする。 ' f

つまり’ 生産者行動の分析に際しでは，各生産者の生産旧.と生産物とはその在庫期間をつうじて 

耐久的であると仮定され，それであるがゆえに，需給評画と生遼計画とを分けてり扱う與味と必 

然性とが生じたのであった。消費者行動を分祈する際にももちろん同様な設定が可能ではあるが，

生遊者行動におけるはど，この侧面は重耍であるとは思われないので，議論をあまりに複雑化する 

ことを避け，需要された金融資産以外の消費財はその週のうちに完全に消費されるものと想定す (| 2)

そのかわり，消費者行動の分析には，前章にあらわれなかった概念が登場する。われわれのモデ 

ルでは Arrow.Debreuの構想にしたがって, 生遊者の毎週の純収入はすべて消費者に配分さん， 

その週のうちに消費港の購黄力の- 部を形成するものと仮定する。すると，われわれが考えている 

よろな分権的経货では,突際に市場が卵かれて取引の行なわれる今週の配当額は別として，将来自

法( 2 2 ) 森給〔22〕においても同稲の途が選ばれている。 '
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(2 3 )

分に配ませられる額が何程であるかについては，消費者は不確実たらざるをえないであろう。そこ 

で消費者は将来の価格とともに，将来における自分への配ま総额についても予想を立て，たかだか 

その下で何らかの最適化行動に従事せざるを免ないのである。

また，各消費者に对しては，银週いわばN a tu reによって endow m entが与えられるものとす 

る。そして消費者は将来自らに与えられるen d o w m en tについては不確実性をもたぬものとしよ 

ぅ。

各週において消費者は所謂予算の制約を受ける。つまりかれは前週からの繰越金，他の主体への 

贷付の返済とその利子所得，本源的要素の供給から発生する所得，および諸生産者からの配当によ 

って，消費財 • 金融資産需要を賄い，不足額は新規の借人によってそれを調達しなければならない 

のである。

各生産者；にとって，金融資産と本源的耍素以外の財は，生産財の群わと生産物の糖 0 プとに 

分類せられた。. しかし多くの財が，あるときには生産財,として生産過程に投ぜられ，またある時は 

消費財として消費者の欲望を充足するのに用いられるであろう。したがってここでは，消費財と生 

産財の区別は行なわれ"1%消費者の欲望充足は，すべての財の需喪量に依存するものとする。

また消費者は本源的要まや一般の生産物需要のみならず，種々の動機にもとづく流動性の保持に 

も意を用いるとすれば，消費者の効用は実質金融資産需耍にも依存することとなる◊

モデルにあら'われる財の:i 勘よ前すきと全く同一で, 貨 幣 （第のは)，短期債券 . （第 1財） および財

一 般 （第2 ,  , "財） である。 第 2 , ...... , " 財のうち, . 第 2 , ....... , / 財は本源的要素，第

(/ + 1 ) ,  W財はそれ以外の財で，これは前述のとおり，消費財としても，生産財としても用い

られるものである。

第 0 財 货 僻 '

第 1 財 短 期 債 券

第 2 財 

1

第 1 财

本源的要素

第( /+ 1 )財 

1

第 れ 財

(本源的I f素以外の） 

■消 費 財

<表2>

名•消費者ズは，今 週 （策0週，から将来にわたってのある有限なfhlTl期間を有し，その最終の週

注(2 3 )かf_)に将来脚格の予想が確定めになされるとしても，消'クよおは生2̂ぱ‘の技衛や資金旧の状態, 在JJpの状態については 

無如なのて*あるから，生産者の純収入が何®であり，したがって自分への®当が何程であるかは全く不域なことであ 

ろう。 •
34(6イめ



一時的均衡分析(その2) ■

を 第 週 と し よ う 。 •

.消費者は計画期間内の各週でニ0 , 1 , ...... , にっい，ての需給計画

レレon .

を作成する。便宜上， .

r f > 0 第☆財が消費者/によって需要される揚合 

ズ*« I 6力 'I < 0 第 /■?財が消費者f によって供給される場合

と約束し，価格体系に関する記法は前章と同じである。

§ 2. 予想と制約条件

予想前節で述べたように，消費者の予想は生産者行勤理論の場合と異なって,将来の市場に成 

立すべき均衡価格に関するのみならず，将来における111分への配当額に関しても行なわれるこれ 

らの予想は過去と現往のfiin格にもとづくものとし，各消費者iは，将来の均衡価格と請生産者から 

の配当額の合計

m

の確率分布をj]fざ裏に描くものとする。しかし，過去の価格はすでに与件と考えてよいから，消費者 

iの予想函数F パま，現行価格体系ゎ。を Rr++i)T''x r v 上の確率測度に対応せしめる測度値の 

写像と考えることができる。ここでとくに配当に関する予想は各期とも上下に;^界とし， を 

の適当なコンパクト'集合とすれば，結局予想-ザイ象は

Wi ： R：："— > ^

となるであろう。ここでM ( R i ' f u r ' .x /Q は Rね で 定 義 さ れ る す べ て の B o rel確率 

‘測度の族であり，そこには弱収束位相が与■えられている。

，仮定 6 すべての / にっいて， ゲでi は連続である。

仮定7 すべての / にっいて，確率測度の族 { ?ん 0 つ /が Rね1 } は一様に緊密（uniformly 

t ig h t)である。

仮定 7 の意味は，ががさまざまに変化しても，それにあずる将来伽格将来の配当額に関する 

予想は概ね有界な範Mにおさまっているということである。

効用，各消費者 / は，各週の消費財需耍量と質金融資産需耍量のあらゆる可能な組み合せにっ 

いて完全な擬順序を有するものとし，その擬順序は効用函数

"み べ ) $ い

イ5、一— '
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(24)

(25)
で表現されているものとする。

仮定8 W ( は速続 • 有界で，（が) f j o を固定したとき，C、1Xた。 に関する[ill, If劇増加函数や 

ぁる。 ’

消費可能集合各消费者/の第て週における清費可能集合を入 とすれば，

仮定9 义I C R"+1は閉かつ凸で下に有界。とくに第1 座標のとりう,る範四は 

一  D i  ̂  for all r

ここでD iは有限な正の実数である。さらに，0  e XI for ailてとする。

en d o w m e n t各週ごとにN atu reによって与えられる"endowm ent"については次のような:

仮定を設ける。 '

仮定1 0 各消費者iの各週てにおけるendowment z\ f は次6 条件を満たす。

Zレ >  0 for all☆ニ2, 3 , ... , れ and for allて

z l t  ニ-0 for r =  l , 2,
(26)

z l t  =  0 for all T

さらに第0 週のはじめには，僮務も存在しないものとしよう。

予算の 制 約 生産者J の純収入のうち，清費者iに配当される割合をdijで示せぱ 

O i j ^  0 for all i ,  j

E  か ニ  1 for all j
袖

である。いま価格体系わ。に対応して，各生産者iが需給計画

めニ力人P。、

を選べば，消費者iが第0 週に受けとる配当の合計は 

^ &ij(̂一 ^Pk yも+ WoJ、 (4力

(27)
である。

注( 2 4 )このような® 数のな在条件については丸山〔19〕を兄よ。ここではそうしたifr在条件は满たされているものとする。

( 2 5 )すなわち，Cねて) て』。を定したとき， ( x p lL  く (4)A  ク UI {Cxjyt^o,(の :fJo'j く t(i ((4 )l!o , (finfJoj

( 2 6 )雄0週 の み ；!シ=/=0の場合も許しているのは，もちろん前の週から, 繰り越された货幣の存在を与'件として認めてい、 

るからである。 ’

(27)《7)式を見よ。なお命遇1によゥて

po I—— >■ 9/(̂ 0)
は速統なー価® 数であるから，

ね。 り'(/><0) 

ももちろん速統一価旧教である。

Z%(644)
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すると価格体系O ) f j o と予想配当額⑥ 仏 を固定したとき，消費者 

.ようである。

(第 0 週）

• £ ( /ぃんs ' ポ け £|"レミ' + ドイ-んそ力

<第て週）

Pjl^h <  ̂ li^+xlT^ + I]p^,zl,+dl

r ニ 1 , 2 , ……，7\ ■

§ 3. 叢適計画の決定

の予算制約式;は次の

e n d o w m e n tの 流 れ （4 ) ^ 。 は 仮 定 10予算の制約を満たす需給計画以下,の分析にぉいては，

を満たすように固定し,変数とはみなさないこととする

このとき，価格体系 (/^Of=/oと配さ’ idDU.に応じて，各週の予算制約を満たす需給計画の集合

(第 0 週） ’

^ a X*jXx% は (4$を満たす }

(第て週）

S l O v f i ,め = ( 4  C Xl/xlはM を満たす } 

w h e r e ,

xl~̂  C Sl-\xl~\ •

r ニ 1 , 2 , ……, Tt

仮定 g , 1 0 と（ん e kiから，標準的な推瑜をつうじてただちに得られるレンマは

'レンマ 7 集合値函数 

が I~~> S K ダ）

(ホ ン が ）I— > SKズレ1 , が）

軸

は非空 ；凸 ，コンパクト値 (in R « + i)で，かつ連続であ I f  

いま針画期問をわたる需給評画の流れ

h h ：̂. /  なる填合に適用すれぱ, とのレンマはただちに免

37(646)
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らニ ( 4 ) な  ゆ

が，与えられた（が)̂ =̂ , (d\')%について城4(|を満たすとき，これを可能な計画の流れとみること 

ができる。（/>r)fJo, (</Dン1について，可能な計画の流れの集合を

とする。 ’ '

レンマ3 と同様な（しかし一層単純な）插論をつうじて次のレンマを得る。

レンマ8 各 O)fjo, m 仏 について，柴 合 C iは凸集合である。

x U  SK/»。)，ひりお，CdD^iの染合値函数 

Oi : Ovミ，（が)ユ , ，

'— > { U D f i /U i ,  C O fii) eCiCCpor^o, CdDl'Jt) 織

を定義すれば，レンマ7 から容易に，

レンマ9 O f は非空 . コンバクト値で，各パラメータについて連続である。

最適計画（うしろ向きの動的計画） 以上の分祈を基礎として，最適化の原則を定式化し，それ 

を解くこととする。譲論は生産者行動の分析とほぽ同一であり，しかも一層単純である。 

そこでまず，，ホ E K P ^ )と 0 X ^ 0  ( O fふを固定して , 次のような問題を考える。

問題  4. Maximize

Uiix% OvDtぐ ，ひ

on

Oi(A：。，o ) r ふ，cdDUi)

レンマ9 と最大値の定理とからこの問題は解けて， 

( D 函数

(xh 0 ) f J 。，CdDUt)

(ズら（ズ 沿 ，〔が)さ ) ^ め*(ズミ，（が)な ，卿 )
は連続，

( 2 ° ) - 合値函数

0? ,  o ) r ふ，mUi')

<— > {(ズD fニ'I f  ⑦ i O l ,  は間題 4 の解 } き])

は非空，コンパクト値でU. h. C.

38(6ィめ
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パI#的均衡分析（その2)

上の結果から" i* は （が) fJo, にっいて速続ゆえ。 1ね\+1)7’̂  x / ( f 上 で B orel— 可測で

ある。また仮定8 からそれは有界であるので，各 ( ズ?，ダ）にっいて，次の積分が確定する。

Uiixî  ダ）

ョ ァ <X/Te "广( ズミ，（が ) rTふ， t f i i W ぜ )  树

レンマ10 U i W , が0 は連続。

誕明） レンマ6.の証明と同様。

(証了） -

Ui(A, if)は a i , グ） に応じて最大可能な消費者/ の効用の期待値である。 ここで消費者の 

最適化行動に関するわれわれの甚本仮説は次のように定式化することができる。

'基本仮説各消費者 / は，各 が に応じてc/iCパ，が）を S K が）上で最大化するようにA：ミを 

選択する。 '

すなわち，われわれの解くべき問題は，

問題  5 M a x im ize  

ひiOc%グ）

on

つ '

であり，これは次のように解けるのである。

命 題 2 m 集合値函数

ミパダI— > {A：レ SKダ）/；v n ま間題5 の解}

は，，非空 • .コ ン パ ク • 凸値で U. h. C.

( iO 任意 の ：4  e ら(が0 にっいて，予算の制約式⑩は等号で成立する。 . .

証明） U ) レンマ7 ,  8 , 1 0 と最大値の定理とから，命題 1 の証明と同様にすればよい。

( i i ) 1>0を所与としたときに，UiOc% />。）が X;にっいて単調増加であること,っまり 

く ポ ニニ> UiCxlf が)く  UiCXi,が） $$

を示せば十分である。そこでがi く とすれば，仮定 8 から，

(が， CdO[：̂,) < Ui*(n,(が) fふ， ^

for  a ll O ) f i o ,  W ユ  

ゆえに両辺を確率測度も Cが:)について辕分すれぱ树を得る。 （証了）

39(<?</7)
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HI 時的均衡の存在

' 前-章までで，われわれは不確実性の下における経済主体の合理的行動のありさまを一時的均衡理 

論の枠組のホで分析し，各与件に対応する主体の最適な需給計画を導出した。これら主体は市場 

に参集して今適の需給に関する取引に'従事する。われわれの目標は，このような市場において，各

主体の今週の需給計画を整合する競争的一時的均衡侧格が必ず存在することを証明することであ
(29)
る。 '

Arrow-Debreu [ 2 ] の業績以来，均衡点存在証明の可否を握るふたつの鍵は，超過需耍函数の 

連続性（ないしはU. h. C. ) とワルラス法則の成立であることがよく知られているから，われわれも 

まずこの点も確認すもこ,とから始^6よう。

■超過需要函数現行価格ね。に対応する生産者の需給函数V iと消費者の需給函数らとから， 

経済全体の超過需要函数C が次のように計算される。

where

Wj ョ  O o メ，o,

すると命題1 , 2 から，

o)
(30)

系 C は非空，凸 ，コンバタト値でU. h. C .な集合値函数である0

ワルラス法則いま現行価格 />。に対して，各生産者の最適需給計園。 ，

は確定し，また各消費者/ の 最 適 需 給 計 函 ’

ズ？（ メ  i(ダ） も1)

を任意に選ぶと，命題 2 (ii)から，予算の制約式(1$は等号で成立する。すなわち，

Pĥ ki — "̂oi + Y!ipk ばi+Xlめゾ（一2 々むも+ 印0メ） 0$
たニ 0 をニ 2 j  A ニ0

for all /

$$の両辺をすべてのiについて加えあわせ, （10)を考慮して適^ に盤理すれぱ,

注( 2 9 )証明の基本力•針は G randmont〔1の，Sondermann〔28〕らのそれと同® のものである。 

<30) ここでW Jではなく ti>/を川いる理山は，'Jゴ/はの需給計画V,?の定義から明らかであろう,

40(648)
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*時的均衡分析（その2 )

mけ ！>  シー I ] 4  广  S  えゴ）ニ 0

これはワルラス法則にゆかならない。 •

レンマ1 1 ワルラス’法則が成立する。 ‘

i Vめ C (が） クひ. 6 = 0

均衡の存在

レンマI2 各消費者n'こついては，現行価格の列{が } r 応ずる最適需給計圆の列 

を任意に選ぶ。一方，各生産者については

iyh=-vjCP^)} ‘

が確定する。これによって定まる超過需要の列を{eパ（（/>?)}としよう。このとき，U)パ 

■ 5Rな1であるか，または{ii)けラI I 0 0 であれば，

IIも II 一 一 00。 .

誕明） 意に反して

I II - 7 ^  03 as /?—— y oo

と仮定しよう。すると各 / ,  ノ' について { a U および {3；プ_»}は有界点列でなければならない。ゆ 

えにそれらは収束部分列を有する。したがって一般性を失うことなく， {>，3ス}ははじめから 

収束点列としてよい。そこで ■

Xix —  ̂xf  as 2 — y oo

i  ̂ as 2 — >■ oo .

と考えてよいo .仮定 8 によって，確率測度の族 I

{WiOnipoeEnn ■

，は-^様に緊密であるから，P rohorovの定理によって，これは ’

において相対コンパクトである。ゆえに界び一般性を失うことなく，

一  rf as ->oo '

.としてよい。いま， ‘ -■

■ H r デ 〜 ル "め も （だ )^。，（购 )ゴほ

法( 3 1 )記ま 5/1は圾合バの境界（botmdary)を示すものである。

(32) Parlhasai-athy〔23；) pp, 47-49, Theorem 6..7 を よ 。さらに丸ijj〔21〕の該、:ド!厳所。

.   -
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と定義すれば，？̂'，f の定義とRao [25] Theorem 3 . 1 とから，

lim  UiiXii パ ）二/も O'D  
, ^
lim  IMxO",が）ニ仏  OtiO 

 ̂ ,

である0 ま た 树 の 被 積 分 画 数 は 有 界 で ，しかも最大値の定理から，

V  ( が）rムィ R ぱ 1)(ァ'.+1〉，V ( もT)さ1 

ufC^UJ ’， •） — *» *)

as x° — ト X*

ゆえに，実®数論における有界収束定理によって，HiOcT)は連続である。

さらにH U x f )は単調性，すなわち

ポ <  がf Hi (xV < Hi (a5?)
(33)

を満たすことも明らかである。

U) とする。点列レ M は，

. n
poパ x h  ぐ  P l A ~ ¥ 2  0i人 一 T i K x y h x + i V o i )  ,

を満たしているので，極限にうつって，

P* 'Xf さ z*i+ EOii(i_~.lpt y*j-\-Woj') ■

$令と最大値の定理から,

Hiixf')き Ht (x̂ d

Yx\c a u ^ * )

しかし価格体系力* の元の中には0 が存， するのでお力はHiい) の単調性に矛盾C

0$

おみ

( i i ) II prw as I— とする。いま任意のm について

(?Mj り, .>.，..，(?) -\- %i

とおけぱ，m 〉0のときには必ず 

Hi (ぜ ） < がi(がi)

である。ところで

. 一 K  
^ ~ T k T  '

おみ 

ケ0)

法(33) R(+Vりで〜め上のすべX の点で 

« Kょ?，•，♦) <  が，*，*)

力，、成り立つ（仮走8 ) から，この両辺を確ギ測腐^*,についズ愤分すれぱよい

— — 42  ̂65(f)------
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づI'タ的均衡分析（その2 )

とおくならは♦

II ら II ニ 1 for a ll  X
であるから，一般性を失うことなく，

Si — >■ S* > 0

としてよい。树から，

5 *xt ̂  S * 4 +EO(/C~I^s)

の右辺は >  0 であるか

3  ."V f e X% such  th a t

5*.^?< s* zU120iji~f：,s] 

. したがって，

(35)
5TÂ fN,. V^'^N

y h + 1リ of)

yh+'^^od ゆ

そこで

を,

んお《< p° z\-\- F  Pkxykjx .+ "Vf)

ズ.{(び）ニ ム( び)， ............， も( び)）

x\(,a) = ax°-Y(\~a)x%

で定義するi が II )»ooかつぶも> 0  for all k except f o r 1 であるから，

3N' eN, V X-^N^
. „

ん  Xt さ P I ' p % X  -\-Woi)

0^#冷より， .

V  ̂  ^ Max' (M NO 

U U « ) くパ . 4  y  め プ ( 一 ハ  + 〜 ）

したがって，レざパのとり方から，

Uiixt,, PD  さ UiCx̂ Ca'), po)

for X さ MaxOV, NO

义——-+00と.して，

Ili(xf')さ Hi(x°(a)') 

さらに / / f ( 0 は速続ゆえ，び-

注( 3 4 )仮定10によりo ( x い 

(35) N はr:l然数c6全体。

の

として

A%651)
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Hi (Ai) ^  Hi (xv 

しかしこれぽ时に矛盾。

UHii>の双方より ‘

.11 ら I —  ̂の . .

とならねぱならない。

• (証す）

以上でわれわれはすべての準備をなし終えた。そして最終目標である次の定理をうることができ 

る。 .

定 逵 仮 定 1 〜10の下に，競争的-*時的均衡が蒋在する。

誕明） •の非空‘コンパクト . 集合の列 { S J をつくって, それが . ，

Sji £  5 ；1+1 for a ll   ̂ - 料

R!f|i C リ S' ゆ

h. C -であるから，コンパクト集合を満たすものとする。超過需要商数ぶは，コンパクト値で
(36)

のごによる像はコンパクトである。

(37)

したがって

Q X ミ ^(Sj) for all X 

はコンパクト集合である。全ぺ標準的な推論をつうじぞ，’ 適 当 な モレS" ex f についで ,

S j が， ざ 0

ぐが下に有界であることとゆから，点列 {ら } は有界である0 したがって，一般性を失うことなく

例

としてよい。任意のク f について

P  J -—— > ^ as — > oo

を満たす点列{ p°i C 5 , } 力'港在するが , 

M ，も さ 0 .

であるから，極限にうつって 

p*e* さ 0 

pi は任意であったから，

パ さ 0 

でなけれぱならない0

抑

注(36) Hildenbrand〔16〕p. 24 
(37) Debreu C5*]

44(552)
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づ1き的均海分析（その2)

もし，点 列 {ク？} について 

I が  I 一~

であれぱ , レンマ1 2によって

料

树!1 II — >00 .

ととろがごは下に有界であるから，

ak such that iim めtス> 0 りj、

これは神に矛盾。ゆえに { M、は有界点列である。 したがってその適当な部分列がR!t+i 

来するが，一 ‘ 般性を失うことなく，

が — > が C R?+̂  树

としてよい，いま仮に

/>* f m

とすれば，ふすこたび$0)が成り立たねぱならず不合理。よって 

が=eR?ti 

最後に，ぶはコンバタト値でしかもU‘ h, C .ゆえ，グラフが閉じている。ゆえに,

タ ぺ (/>*) 0$

以上の推論から証明されたことは，

H P* e R?+".

び / »*) n  R ，i + 1 丰 . 树

である。树とワルラス法則（レンマ、1 1 ) とから，定理は誕明された。 ‘

(誕了）

の中で、収

〔附 録 〕 予算集合の連ま性

(38)
所 謂 Tアロウの反例」を排除して，予算集合の速続性を保証する条件は既によく知られている。 

し力、し，丸 山 〔2 0 )に報告された研究の途上において，筆者は在来の定理をいささか拡張する必要 

に逢着し，これを次のような形で解決した。

定 理 /  : R?+x Rl — ^ R  .を有界連続な実数値函数， ま た X  ： R| — > P(R")を非空 •

法 ( 3 8 ) たとえぱ D e b r e u 〔6 )  pp. 6 2 -6 5を見よ。

( 3 9 ) 記号。

R?ニ {ズ《 K"/ズニ（义I，ズ!1, ズ《) さ0 i. e. X i ^ O  for  a ll i }

好？+ニ{ズ £ 只れ/；>̂ =(も，Xu  .. , 乂《)>0 ふ e. x t > 0  for all t}

/■*(R>0 は R" の pow er s e t , , 
in t  ■ATO) は 集 の  in terior。

45 (65 3)
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閉 ，凸で下に有界なる盤合を値とする連続集合値函数とする。さらに i n しY (« 0キ9̂  for any w (  

R 5 とする。いま

S ミ {(力，w') e R$+ X 11+ /5T ：vc X{iv) p，x $ fip, w)} (1)

とし，藥合値函数r : s  ~~^ P o r ) を次のように定義する。

T  : (/>, iy) I— > {xcJCC.io^Ip' X^_fQ p, w ) } (2)

いま，点 , （が，"广）t 6’ が / ( が , 《/0 # M in  ダ . A'O。） (3)

を満たすものとすれば，集合値函数r は 点 （が， において述続でをる。

誕明） （が， 5 であるから， r (が，z(/oキ0 であることに注意して， r 力';点 （/>。，M/0 

で upper hemi-continuous (u. h. c . ) 力、つ lower hem[continuoiis ( 1 . h. c . ) なることを示 

す。 .

く u. h. c. > 5 の点列 {(が，が ）} は， 、

(が，  ̂ (が，u n  (4)

を満たし， の点列 {が } は，

がe?*( が，w'O for all q (5)

を満たすものとしよう。 巢合値商数/ は明らかにコンパクト値であるから，極限が 7Xが, w>。）に
(40) '

愿するような，{.Tな} の収東部分列が存在することを示せばよい。それは次の如くして可能である。

(41)

は下に有界

任意の’ £ 〉0 に对しそ，

Be (Z O O )

を，集 合 の £ - 閉近傍とすれば，集合値函数义の連続性から,’

卵 /(N, V Q ^ Q ' が<Fi5£(A’0 °))。 (6)

仮定により，X O 。) は下に有界であるから，（6〉によって，{a'*0の部分列レベ} <?さデ 

である。したがって{が} そのものも下に有ぞjiでなければならない。さらに 

が . わ'i，u/0  for all q 

と/ の速統性とから，在意の£ > 0 に対して，

ば，VglgU が .;tマ̂ / ( が ,ザ ）+£◊ C?)

(7〉の右辺は有界であり， が^fR ^^^であることより，点 列 {が } は上に有界である。 したがって， 

上に得た結果とあわせて，点 {が } は有界である。ゆえに，それは収柬部分列 {がん} を有する。す 

なわち， .

がん一~^ A'。 in R"

ところで, .

(8)

法(40) H ild e n b r a n d〔16〕pp. 24-25, T heorem  1. 
( 4 1 ) N . は |:-i然数の集合。

4607550
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- 時的均衡分析（その2)
pqk,^qk^j(.pqk^，が?fc)

for a ll qk

であるから，極限にうて?って， / と义の迪統性を考 i すれば

わひ.X。$  /(/>0, W。)

X^cXOv^)

すなわち，

xOeTXf)。, tv°') 、

これで / の u. h. c . が示された。 ’

< 1 .h. c .〉 S の 点 列 { (が ，Wり} は，

• (が ，W"0—~>(P°, W。)

を満たし ， ‘ ’’ . ， . .

x°eTip\ W。)

とする。 このとき，次のような条件を満足する点列 

、 ズ® — > ズ％ x̂ cTCp̂ , W"  for al l  q 

以下， 三つの場合に分けて， このような点列を構成する。

e W K l H

(9)

S 

<
v 

0
 

^
 

.
d
* 

.
 

.
f
t
v
.
. 

o(42)
{X^}を見出すことができれぱよい。

(I冷

{り わハX。く JX /)。, Wい) 

C i n t 义(?リひ）
の場合

<圓 1 〉

樂合値函数太が速続であることから， 

別 'cN, VQ'̂ Q̂  X^cXCMfO。

注(42) Hildenbrand〔163 P- 27, Theorem 2。

47(^56)
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が•％«</(が，w )̂。

そしてまた明らかに，

m "  e N,  vgig，,

すると， , .

.ド<7さMax (ci\ <7" ) . ザ .X。くf (が , wへ り e X(M；り 

そこで，点 列 {-■vnを次のように定義する◊

びくMax Q /，q " ) については，

’ ？*(が，IV"の任意の元をがとする。

<7ンMax (<?',が'）については， 

x^-x^とする。

このように構成された{a;マ} は明らかに(M)を満たしている。'

(ii) po.x。くf C K  to。)
(43)

ズ。€ dX(iv°^
の場合

〈図2〉

仮定によって，X(：iめ は，"Iで，

Min が • X(m广)キ JXが,

ゆえ，

i[x^ C int r (が，《/*) c  int X(w^}

また’

3が e N,  VQ^Q'

I が，：v o < /(が，tv )̂

1 が ，a/</(が，

注(43) dX(M)o) は集合 Xipo')の boundary。

48(び5め

a$

a«)

(19)
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時的均'愈分析（そめ2)

さらに，集合値困数ズは連続であるから，jc'f int ?Xが>.M；®) c  int X  ( m / 0 を考慮して， 

S rg" fN ,ド<7ンゲ' A:'"nt'Y(w<0。， 嫩

そこで点列を次のように構成する。まず， .t。と を 結 ぶ 線 分 が d X Q w "と交わる思合に! 

その交点をがとしよう。そして .

gくMax (が，（f ) については，

?*(が， の 任 意 の 元 を と す る 。

ヴンMax (グ，が'）については，

が が存在すれぱズ®ニがとし，
(44)

がが存在しなければがニ ; とする。

このように構成された {A；g } は明らかに (1かを満たしている。 ,

( i i i )が : ニ/ ( が ，IVむ')の場合  ■'

<図 3 〉

(ii)のはじめに述べたことと同様の理由で， 

3"ゴ *T in t T(p̂ , wO  c  in t XOv^) 

こ の A；' .については ,

が • ズ/ < / ( が，W。)

であるかち，’

3が C N , VQ'̂ Q'

' が .:Vン< / ( が ， .

さらに，集合値函数X の連続性から，

冗 (j[ひ'e'M, V g ' ^ q U  ，：》：' e int'YCzが ）

注( 4 4 )このときをこは，又o(X(p<0。

49(657)
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ゆえに,

そこで，

場合に，

ドび̂ Max ((?',が り A：' e r (が，Wハ

点 列 {が } を次のように構成する。まずズ。と -r' 

その交点をがとしよう。そして，

^ < M a .t (<?', び） については，

r(が，W》 の 任 意 の 元 を と す る 。

な>M ax Cq', q”) については,

がが存在すれぱズダニがとし，
(45)

がが存在しなけれぱがニA：。とする。：

との‘ように構成された{が } は明らかにを満たしている。 

以上の議論，をつうじて， ？*の L h. C .が示された。

とを結ぶ線分がな ( が， と交わる

(証了）

この定理の応用については，•丸 山 〔20〕を参照されたい
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